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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性ポリマーと、粘着付与剤と、軟化剤とを含み、
　前記軟化剤が、カルボン酸及びカルボン酸無水物の少なくとも一方で変性した酸変性オ
イルと、前記酸変性オイル以外の軟化剤とを含み、
　前記酸変性オイルの含有量が、前記軟化剤１００質量部に対して、０．０３～５５質量
部であることを特徴とするホットメルト接着剤。
【請求項２】
　前記カルボン酸が、マレイン酸であり、
　前記カルボン酸無水物が、マレイン酸無水物である請求項１に記載のホットメルト接着
剤。
【請求項３】
　前記酸変性オイルが、分子内にコハク酸骨格を有するオイルである請求項１又は請求項
２に記載のホットメルト接着剤。
【請求項４】
　前記酸変性オイルにおける、前記変性する前のオイルが、パラフィン系オイル、ナフテ
ン系オイル、及び芳香族系オイルからなる群から選ばれる少なくとも１種である請求項１
～３のいずれか１項に記載のホットメルト接着剤。
【請求項５】
　前記熱可塑性ポリマーが、共役ジエン系化合物とビニル系芳香族炭化水素との共重合体
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、又はオレフィン系ポリマーである請求項１～４のいずれか１項に記載のホットメルト接
着剤。
【請求項６】
　前記共重合体が、スチレン－ブタジエンブロックコポリマー、スチレン－イソプレンブ
ロックコポリマー、水素添加されたスチレン－ブタジエンブロックコポリマー、及び水素
添加されたスチレン－イソプレンブロックコポリマーからなる群から選ばれる少なくとも
１種である請求項５に記載のホットメルト接着剤。
【請求項７】
　前記オレフィン系ポリマーが、ポリα－オレフィンポリマーである請求項５に記載のホ
ットメルト接着剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホットメルト接着剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ホットメルト接着剤は、加熱によって溶融された状態で、接着対象物である被着体に塗
布し、溶融されたホットメルト接着剤を介して、被着体同士を接触させた状態で保持する
ことにより、被着体同士を接着させるものである。このようなホットメルト接着剤は、例
えば、段ボールや小箱等の包装分野、紙おむつや生理用品等の衛生材料分野、製本分野、
合板分野、木工分野、自動車分野、家電分野、及び住宅分野等、様々な分野に用いられて
いる。
【０００３】
　また、ホットメルト接着剤は、上述したように、加熱によって溶融された状態で用いら
れるので、溶剤を特に必要としない。このため、ホットメルト接着剤は、人体への安全性
が高い接着剤として、例えば、衛生材料分野で好ましく用いられている。具体的には、紙
おむつや生理用品等の使い捨て衛生材料において、その構成部材の固定や組み立てにホッ
トメルト接着剤が広く用いられている。
【０００４】
　このような衛生材料分野でホットメルト接着剤を用いた場合、その用途から、体液等の
水分と接触する機会が多い。ホットメルト接着剤の中には、水分と接触すると接着性が低
下するもの、すなわち、湿潤状態での接着性が低いものがあることが知られている。この
ようなホットメルト接着剤であると、水分との接触機会が多い分野では、製品の使用時等
に構成材料間の接着が維持されず、製品自体が崩壊するおそれがある。このため、ホット
メルト接着剤には、湿潤状態での接着性の維持が求められている。
【０００５】
　このような湿潤状態での接着性を高めること等を目的とした接着剤としては、例えば、
特許文献１～４に記載の接着剤が挙げられる。
【０００６】
　特許文献１には、ビニル系芳香族炭化水素と共役ジエン化合物との共重合体である熱可
塑性ブロック共重合体と、カルボン酸及び／又はカルボン酸無水物で変性されたワックス
とを含有するホットメルト接着剤が記載されている。特許文献１によれば、湿潤接着性が
改良され、さらに好ましくは低温接着性、粘度、接着性、臭気、経済性から選択される少
なくとも１種が改善される旨が開示されている。
【０００７】
　また、特許文献２には、メタロセン触媒を用いてプロピレンを重合して得られた融点１
００℃以下のプロピレンホモポリマーと、カルボン酸及び／又はカルボン酸無水物で変性
されたワックスを含有する使い捨て製品用ホットメルト接着剤が記載されている。特許文
献２によれば、高速塗工に適し、湿潤状態での接着性及び低温塗工にも優れる旨が開示さ
れている。
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【０００８】
　また、特許文献３には、酸変性熱可塑性ブロック共重合体、粘接着性付与樹脂、可塑化
オイル、及びワックスが含有されてなるホットメルト接着剤が記載されている。特許文献
３によれば、優れた接着性を有し、しかも被着体が乾燥状態であっても湿潤状態であって
も、接着直後から長期保管後に至るまで優れた接着性を発現する旨が開示されている。
【０００９】
　また、特許文献４には、ビニル芳香族炭化水素と共役ジエン化合物とのブロック共重合
体およびその水素添加物のうち少なくとも一種を含んでいる熱可塑性ブロック共重合体、
及び不飽和カルボン酸類又はその無水物によって酸変性されてなる酸変性石油樹脂を含ん
でいるホットメルト接着剤が記載されている。特許文献４によれば、熱安定性の低下や臭
気の発生をさせることなく、構成部材に対して、湿潤接着性が向上されている旨が開示さ
れている。
【００１０】
　ところで、ホットメルト接着剤を用いた接着方法では、まず、加熱によって溶融させた
ホットメルト接着剤を、塗工機等を用いて、被着体に塗布する。この塗布されたホットメ
ルト接着剤に、もう一方の被着体を接触させた状態で保持することによって、被着体同士
を接着させることができる。
【００１１】
　また、紙おむつ等の衛生材料分野では、その風合いを良くすることが求められている。
このため、ホットメルト接着剤による被着体である構成材料を薄くすることで、紙おむつ
等の柔軟性を高め、風合いを向上させることが検討されている。しかしながら、構成材料
を薄くすると、耐熱性が低下する傾向がある。このような耐熱性の低い構成材料に、加熱
によって溶融されたホットメルト接着剤を塗布すると、構成材料が、溶融したり、変形す
る等、損傷することがあった。そして、この構成材料の熱による損傷は、塗布するホット
メルト接着剤の温度が高かったり、塗布するホットメルト接着剤の量が多かったりすると
、顕著に発生する傾向があった。そこで、このような耐熱性の低い構成材料を用いること
ができること等を目的として、衛生材料分野では、ホットメルト接着剤の低温塗布及び少
量塗布が求められている。具体的には、ホットメルト接着剤を溶融させる温度を下げて、
塗工機のノズル径を小さくすること等により、塗布されるホットメルト接着剤の量を少な
くしても、被着体同士の充分な接着性を確保することが求められる。
【００１２】
　このような低温塗布及び少量塗布の場合、塗工時のホットメルト接着剤の熱量が減少し
、ホットメルト接着剤が被着体にしみこみにくくなり、接着強度、特に、湿潤接着強度を
高めることが困難になりやすい傾向がある。また、粘度が高い等の、塗工性に劣るホット
メルト接着剤では、好適な塗布が実現できない。よって、ホットメルト接着剤には、塗工
性に優れることも求められる。
【００１３】
　ホットメルト接着剤には、低温条件下での接着性が不充分であり、冬季や寒冷環境下に
おいて接着不良を引き起こす場合があるホットメルト接着剤もある。冬季や寒冷環境下で
も使用可能にするために、ホットメルト接着剤には、低温条件下での接着性に優れること
も求められる。
【００１４】
　そこで、ホットメルト接着剤には、湿潤状態での接着性に優れるだけではなく、塗工性
及び低温条件下での接着性にも優れていることが求められる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１５】
【特許文献１】特開２００７－１６９５３１号公報
【特許文献２】特開２０１３－６４０５４号公報
【特許文献３】特開２００５－１０４９９６号公報
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【特許文献４】特開２０１５－９１９１７号公報
【発明の概要】
【００１６】
　本発明は、湿潤状態での接着性、塗工性、及び低温条件下での接着性に優れたホットメ
ルト接着剤を提供することを目的とする。
【００１７】
　本発明の一局面は、熱可塑性ポリマーと、粘着付与剤と、軟化剤とを含み、前記軟化剤
が、カルボン酸及びカルボン酸無水物の少なくとも一方で変性した酸変性オイルを含むこ
とを特徴とするホットメルト接着剤である。
【００１８】
　上記並びにその他の本発明の目的、特徴及び利点は、以下の詳細な記載から明らかにな
るであろう。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　ホットメルト接着剤としては、上述したような、特許文献１～４に記載の接着剤で、湿
潤状態での接着性を高めることができたとしても、低温塗布及び少量塗布の場合等に、下
記のような不具合が発生する場合があることを、本発明者は見出した。
【００２０】
　例えば、特許文献１及び特許文献２に記載のような、カルボン酸及び／又はカルボン酸
無水物で変性されたワックスを含む場合、相溶不良が起こり、塗工性が低下する場合があ
った。
【００２１】
　また、特許文献３及び特許文献４に記載のような、ホットメルト接着剤に含有される熱
可塑性ポリマーや粘着付与剤を酸変性した場合も、ホットメルト接着剤の粘度上昇や相溶
不良を引き起こし、塗工性が低下する場合があった。さらに、このようなホットメルト接
着剤の場合、低温条件下での接着性が不充分であり、冬季や寒冷環境下において、接着不
良を引き起こす場合もあった。
【００２２】
　そこで、ホットメルト接着剤には、湿潤状態での接着性に優れるだけではなく、塗工性
及び低温条件下での接着性にも優れていることが求められる。
【００２３】
　本発明者は、種々検討した結果、湿潤状態での接着性、塗工性、及び低温条件下での接
着性に優れたホットメルト接着剤を提供するといった上記目的は、以下の本発明により達
成されることを見出した。
【００２４】
　以下、本発明に係る実施形態について説明するが、本発明は、これらに限定されるもの
ではない。
【００２５】
　本発明の実施形態に係るホットメルト接着剤は、熱可塑性ポリマーと、粘着付与剤と、
軟化剤とを含む。そして、前記軟化剤が、カルボン酸及びカルボン酸無水物の少なくとも
一方で変性した酸変性オイルを含む。このホットメルト接着剤は、熱可塑性ポリマーと、
粘着付与剤と、軟化剤とを含み、前記軟化剤が、カルボン酸及びカルボン酸無水物の少な
くとも一方で変性した酸変性オイルを含むものであれば、特に限定されない。このホット
メルト接着剤は、前記酸変性オイルを含むことによって、通常のホットメルト接着剤が発
揮しうる性能、例えば、接着性等を維持しつつ、湿潤状態での接着性を高め、さらに、塗
工性及び低温条件下での接着性も高めることができる。なお、ホットメルト接着剤とは、
常温で固形（固体）であり、加熱することで流動性を有し、接着対象物である被着体に塗
布することができ、塗布後、冷却することで固化し、被着体同士を接着することができる
接着剤である。
【００２６】
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　まず、本実施形態において用いられる熱可塑性ポリマーは、ホットメルト接着剤を構成
する成分として用いられる熱可塑性ポリマーであれば、特に限定されない。また、この熱
可塑性ポリマーとしては、ホットメルト接着剤の主成分であるベースポリマーとして用い
られる熱可塑性ポリマー等が挙げられる。前記熱可塑性ポリマーとしては、具体的には、
エラストマー系、オレフィン系、エチレン酢酸ビニルコポリマー（ＥＶＡ）系、ポリエス
テル系、ポリアミド系、及びポリアクリル系の熱可塑性ポリマーが挙げられる。この中で
も、本実施形態においては、前記エラストマー系の熱可塑性ポリマー及び前記オレフィン
系の熱可塑性ポリマーが好ましく、前記エラストマー系の熱可塑性ポリマーがより好まし
い。
【００２７】
　前記エラストマー系の熱可塑性ポリマーは、ホットメルト接着剤における、エラストマ
ー系の熱可塑性ポリマーとして用いられるものであれば、特に限定されず、例えば、共役
ジエン化合物に基づく構成単位（共役ジエン単位）を有する重合体である共役ジエン系重
合体等が挙げられる。また、エラストマー系の熱可塑性ポリマーとしては、具体的には、
共役ジエン系化合物とビニル系芳香族炭化水素との共重合体である熱可塑性ブロック共重
合体等が挙げられる。すなわち、前記熱可塑性ポリマーとして、このような熱可塑性ブロ
ック共重合体が好ましく用いられる。
【００２８】
　前記共役ジエン系化合物は、少なくとも一対の共役二重結合を有するジオレフィン化合
物であれば、特に限定されない。共役ジエン系化合物としては、具体的には、１，３－ブ
タジエン、２－メチル－１，３－ブタジエン（イソプレン）、２，３－ジメチル－１，３
－ブタジエン、１，３－ペンタジエン、及び１，３－ヘキサジエン等が挙げられる。
【００２９】
　前記ビニル系芳香族炭化水素は、ビニル基を有する芳香族炭化水素であれば、特に限定
されない。ビニル系芳香族炭化水素としては、具体的には、スチレン、ｏ－メチルスチレ
ン、ｐ－メチルスチレン、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルスチレン、１，３－ジメチルスチレン、
α－メチルスチレン、ビニルナフタレン、及びビニルアントラセン等が挙げられる。
【００３０】
　前記共役ジエン系重合体としては、水素添加した水素添加型の共役ジエン系共重合体で
あってもよいし、水素添加していない非水素添加型の共役ジエン系共重合体であってもよ
い。
【００３１】
　前記熱可塑性ポリマーとしては、前記熱可塑性ブロック共重合体が好ましく、その具体
例としては、例えば、スチレン－ブタジエンブロックコポリマー、スチレン－イソプレン
ブロックコポリマー、水素添加されたスチレン－ブタジエンブロックコポリマー、及び水
素添加されたスチレン－イソプレンブロックコポリマー等が挙げられる。また、これらの
共重合体は、ＡＢＡ型トリブロック共重合体を含む。スチレン－ブタジエンブロックコポ
リマーとしては、例えば、スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー（ＳＢＳ
）等が挙げられる。また、スチレン－イソプレンブロックコポリマーとしては、例えば、
スチレン－イソプレン－スチレンブロックコポリマー（ＳＩＳ）等が挙げられる。また、
水素添加されたスチレン－ブタジエンブロックコポリマーとしては、例えば、スチレン－
エチレン－ブチレン－スチレンブロックコポリマー（ＳＥＢＳ）等が挙げられる。また、
水素添加されたスチレン－イソプレンブロックコポリマーとしては、例えば、スチレン－
エチレン－プロピレン－スチレンブロックコポリマー（ＳＥＰＳ）等が挙げられる。
【００３２】
　また、前記熱可塑性ポリマーとして、上記のような熱可塑性ブロック共重合体を用いた
場合、優れた接着性や粘着性等を発揮するものの、被着体の素材等によっては、湿潤状態
での接着性が低下する場合があった。本実施形態に係るホットメルト接着剤であれば、他
の性能を維持しつつ、湿潤状態での接着性を高めることができるので、熱可塑性ブロック
共重合体の有する、優れた接着性や粘着性等を維持しつつ、湿潤状態での接着性を高める
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ことができる。このため、熱可塑性ポリマーとして、上記熱可塑性ブロック共重合体を用
いることが好ましい。
【００３３】
　前記オレフィン系の熱可塑性ポリマーは、ホットメルト接着剤における、オレフィン系
の熱可塑性ポリマーとして用いられるものであれば、特に限定されない。また、前記オレ
フィン系の熱可塑性ポリマーとしては、例えば、チーグラー・ナッタ触媒やシングルサイ
ト触媒で重合した常温で固体のポリオレフィン系化合物等が挙げられる。前記オレフィン
系の熱可塑性ポリマーとしては、具体的には、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ－１
－ブテン、ポリイソブチレン、プロピレンとエチレン及び１－ブテンの少なくとも一方と
のあらゆる比率でのランダム共重合体又はブロック共重合体、エチレンとプロピレンとの
あらゆる比率においてジエン成分を含むエチレン-プロピレン-ジエン三元共重合体、エチ
レン又はプロピレンとビニル化合物等とのランダム共重合体又はブロック共重合体、ラン
ダムポリプロピレン、ブロックポリプロピレン、ホモポリプロピレン、エチレン・プロピ
レン共重合体、エチレン・１－ブテン共重合体、エチレン・１－ヘキセン共重合体、エチ
レン・１－オクテン共重合体、プロピレン・エチレン共重合体、プロピレン・エチレン・
１－ブテン共重合体、１－ブテン単独重合体、１－ブテン・エチレン共重合体、１－ブテ
ン・プロピレン共重合体、プロピレン・１－ブテン共重合体、エチレン・酢酸ビニル共重
合体、エチレン・メタクリル酸共重合体、エチレン・メタクリル酸メチル共重合体等が挙
げられる。前記オレフィン系の熱可塑性ポリマーとしては、例えば、上記例示した化合物
の中でも、α－オレフィン等のオレフィン（アルケン）をモノマーとして重合されたオレ
フィン系ポリマー等が好ましい。前記オレフィン系ポリマーとしては、具体的には、ポリ
α－オレフィンポリマー等が挙げられる。ポリα－オレフィンポリマーとしては、より具
体的には、アモルファス－ポリα－オレフィンポリマー（ＡＰＡＯ）、及びプロピレンの
単独重合体（プロピレンホモポリマー）等が好ましい。プロピレンホモポリマーとしては
、より具体的には、メタロセン触媒を用いてプロピレンを重合して得られたプロピレンホ
モポリマー等が好ましい。
【００３４】
　前記ＥＶＡ系の熱可塑性ポリマーは、ホットメルト接着剤における、ＥＶＡ系の熱可塑
性ポリマーとして用いられるものであれば、特に限定されず、例えば、エチレンと酢酸ビ
ニルから合成される共重合体等が挙げられる。
【００３５】
　前記ポリエステル系の熱可塑性ポリマーは、ホットメルト接着剤における、ポリエステ
ル系の熱可塑性ポリマーとして用いられるものであれば、特に限定されない。ポリエステ
ル系の熱可塑性ポリマーとしては、例えば、モノマーとしてダイマー酸を用いて重合され
たポリエステル等が挙げられる。
【００３６】
　前記ポリアミド系の熱可塑性ポリマーは、ホットメルト接着剤における、ポリアミド系
の熱可塑性ポリマーとして用いられるものであれば、特に限定されず、例えば、ポリアミ
ド等が挙げられる。
【００３７】
　前記ポリアクリル系の熱可塑性ポリマーは、ホットメルト接着剤における、ポリアクリ
ル系の熱可塑性ポリマーとして用いられるものであれば、特に限定されず、例えば、ポリ
アクリル酸エステル、及びポリメタクリル酸エステル等が挙げられる。
【００３８】
　前記熱可塑性ポリマーとしては、上記例示の熱可塑性ポリマーを単独で用いてもよいし
、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００３９】
　前記熱可塑性ポリマーの重量平均分子量は、熱可塑性ポリマーの種類等によっても異な
り、特に限定されないが、例えば、１万～５０万であることが好ましく、５万～３０万で
あることがより好ましい。熱可塑性ポリマーの分子量が小さすぎると、凝集力が低下し、
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また経時安定性が低下する傾向がある。また、熱可塑性ポリマーの分子量が大きすぎると
、溶融粘度が上昇して塗工性が低下する傾向がある。なお、ここでの重量平均分子量は、
一般的な測定方法で測定した重量平均分子量であればよく、例えば、ゲル浸透クロマトグ
ラフィー（ＧＰＣ）を用いて測定した重量平均分子量等が挙げられる。
【００４０】
　本実施形態において用いられる粘着付与剤は、ホットメルト接着剤に一般的に用いられ
る粘着付与剤であれば、特に限定されない。粘着付与剤としては、例えば、ロジン系樹脂
、テルペン系樹脂、及び石油系樹脂等が挙げられる。
【００４１】
　前記ロジン系樹脂としては、例えば、ガムロジン、トールロジン及びウッドロジン等の
天然ロジン、不均斉化ロジン、重合ロジン、これらのロジンのグリセリンエステル及びペ
ンタエリスリトールエステル等が挙げられる。また、このロジン系樹脂は、上記各ロジン
系樹脂を、水素添加していないものであってもよいし、水素添加したもの、すなわち、上
記ロジン系樹脂の水素添加物（水素化物）であってもよい。
【００４２】
　前記テルペン系樹脂としては、テルペン樹脂、炭化水素変性テルペン樹脂、芳香族変性
テルペン樹脂、及びフェノール系変性テルペン樹脂等が挙げられる。また、このテルペン
系樹脂は、上記各テルペンを、水素添加していないものであってもよいし、水素添加した
もの、すなわち、上記テルペン系樹脂の水素添加物（水素化物）であってもよい。また、
テルペン系樹脂としては、芳香族変性テルペン樹脂水素化物、芳香族変性テルペン樹脂、
テルペン樹脂水素化物が好ましく、芳香族変性テルペン樹脂水素化物がより好ましい。
【００４３】
　前記石油系樹脂としては、例えば、脂肪族系石油樹脂、脂環族系石油樹脂、芳香族系石
油樹脂、及びこれらの水素添加物（水素化物）等が挙げられる。また、石油系樹脂水素化
物としては、脂肪族系石油樹脂水素化物、脂環族系石油樹脂水素化物、及び芳香族系石油
樹脂水素化物が好ましい。また、脂環族系石油樹脂水素化物としては、例えば、水添Ｃ９
石油樹脂、及び水添ジシクロペンタジエン系石油樹脂等が挙げられる。
【００４４】
　また、前記粘着付与剤としては、上記例示した粘着付与剤を単独で用いてもよいし、２
種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００４５】
　本実施形態において用いられる軟化剤は、カルボン酸及びカルボン酸無水物の少なくと
も一方で変性されている酸変性オイルを含むものであれば、特に限定されない。
【００４６】
　前記酸変性オイルは、ホットメルト接着剤において軟化剤として用いることができるオ
イルを、カルボン酸及びカルボン酸無水物の少なくとも一方で変性したものであれば、特
に限定されない。酸変性オイルとしては、例えば、カルボン酸及びカルボン酸無水物の少
なくとも一方を、オイルに付加することで得られる酸変性オイルや、α－オレフィン等の
オレフィン骨格を持った原料をエン反応によりカルボン酸及びカルボン酸無水物の少なく
とも一方を付加させて合成することで得られる酸変性オイル等が挙げられる。
【００４７】
　酸変性させる前の軟化剤としては、ホットメルト接着剤において軟化剤として用いるこ
とができる軟化剤であれば、特に限定されない。軟化剤としては、例えば、オイル等が挙
げられる。なお、ここでのオイルは、常温常圧で液状の液体であり、例えば、融点を有さ
ない液状物質等が挙げられる。また、前記オイルとしては、例えば、融点を有さない液状
の炭化水素等が挙げられる。前記酸変性させる前の軟化剤、すなわち、前記変性する前の
オイルとしては、例えば、鉱物油類、合成油類、植物油類、及び脂肪酸エステル類等が挙
げられる。
【００４８】
　前記鉱物油類としては、具体的には、プロセスオイル、及び流動パラフィン等が挙げら
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れる。プロセスオイルとは、ゴムや熱可塑性エラストマー等の可塑剤として一般的に用い
られるオイルであり、いわゆる石油精製等において生産されるオイルである。プロセスオ
イルは、一般に、芳香族環、ナフテン環、及びパラフィン鎖を含む混合物であって、パラ
フィン系プロセスオイル、ナフテン系プロセスオイル、芳香族系プロセスオイルとに大別
される。プロセスオイルは、パラフィン鎖炭素数が全炭素数の５０％以上を占めるものを
パラフィン系、ナフテン環炭素数が３０％以上を占めるものをナフテン系、芳香族炭素数
が３０％以上を占めるものを芳香族系と区別している。パラフィン系プロセスオイルとし
ては、炭素数４～１５５のパラフィン系化合物、好ましくは炭素数４～５０のパラフィン
系化合物が挙げられる。前記パラフィン系プロセスオイルとしては、具体的には、ブタン
、ペンタン、ヘキサン、ヘプタン、オクタン、ノナン、デカン、ウンデカン、ドデカン、
テトラデカン、ペンタデカン、ヘキサデカン、ヘプタデカン、オクタデカン、ノナデカン
、エイコサン、ヘンエイコサン、ドコサン、トリコサン、テトラコサン、ペンタデコサン
、ヘキサコサン、ヘプタコサン、オクタコサン、ノナコサン、トリアコンタン、ヘントリ
アコンタン、ドトリアコンタン、ペンタトリアコンタン、ヘキサコンタン、及びヘンプタ
コンタン等のｎ－パラフィン、イソブタン、イソペンタン、ネオペンタン、イソヘキサン
、イソペンタン、ネオヘキサン、２，３－ジメチルブタン、各種メチルヘキサン、３－エ
チルペンタン、各種ジメチルペンタン、２，２，３－トリメチルブタン、３－メチルヘプ
タン、各種ジメチルヘキサン、各種トリメチルペンタン、イソノナン、２－メチルノナン
、イソデカン、イソウンデカン、イソドデカン、イソトリデカン、イソテトラデカン、イ
ソペンタデカン、イソオクタデカン、イソナノデカン、イソエイコサン、及び４－エチル
－５－メチルオクタン等のイソパラフィン、これらの飽和炭化水素の誘導体等が挙げられ
る。選択されるこれらのパラフィン系化合物は、混合物で用いることができ、室温で液状
である。
【００４９】
　合成油類としては、具体的には、室温で液状である、リン酸エステル、塩素化パラフィ
ン、エチレン－α－オレフィンオリゴマー、ポリブテン、低分子量ポリブタジエン、ポリ
イソプレン、及びその水素添加物等が挙げられる。
【００５０】
　植物油類としては、具体的には、オリーブ油、カルナウバロウ、米胚芽油、コーン油、
サザンカ油、ツバキ油、ヒマシ油、ホホバ種子油、及びユーカリ葉油等が挙げられる。
【００５１】
　脂肪酸エステル類としては、具体的には、ミスチル酸イソプロピル、スリスチン酸オク
チルドデシル、トリイソオクタン酸グリセリン、アジピン酸ジイソプロピル、セバシン酸
ジエチル、エチルヘキサン酸セチル、パルミチン酸セチル、パルミチン酸エチルヘキシル
、パルミチン酸イソプロピル、中鎖脂肪酸トリグリセリド、サリチル酸エチレングリコー
ル、及びジステアリン酸グリコール等が挙げられる。
【００５２】
　前記酸変性させる前の軟化剤、すなわち、前記変性する前のオイルとしては、上記例示
したオイルの中でも、流動パラフィン等のパラフィン系オイル、ナフテン系オイル、及び
芳香族系オイル等が好ましい。また、前記変性させる前の軟化剤としては、上記例示した
オイルを単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００５３】
　前記変性する前のオイルは、流動点が－３０℃以上であることが好ましい。また、前記
変性する前のオイルは、動粘度が５～５０００ｍｍ２／秒であることが好ましい。前記動
粘度が小さすぎると、耐熱性が低下する可能性が高く、混練温度が高くなると引火の危険
性がある。また、前記動粘度が大きすぎると、ホットメルトの溶融粘度上昇により塗工性
低下の可能性がある。また、前記変性する前のオイルは、引火点が、１５０℃以上である
ことが好ましく、２００℃以上であることが好ましく、２５０℃以上であることがさらに
好ましい。
【００５４】
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　前記酸変性に用いるカルボン酸は、特に限定されない。前記酸変性に用いるカルボン酸
としては、例えば、マレイン酸、フマル酸、コハク酸、フタル酸、グルタル酸、イタコン
酸、アクリル酸、及びメタクリル酸等が挙げられる。
【００５５】
　前記酸変性に用いるカルボン酸無水物は、特に限定されない。前記酸変性に用いるカル
ボン酸無水物としては、例えば、無水マレイン酸（マレイン酸無水物）、無水コハク酸、
無水フタル酸、及び無水グルタル酸等が挙げられる。
【００５６】
　前記カルボン酸としては、マレイン酸、フマル酸、及びアクリル酸が好ましく、マレイ
ン酸がより好ましい。また前記カルボン酸無水物としては、無水マレイン酸が好ましい。
また、前記酸変性に用いるものとしては、カルボン酸無水物である無水マレイン酸が好ま
しい。
【００５７】
　前記カルボン酸及び前記カルボン酸無水物としては、上記のカルボン酸やカルボン酸無
水物を単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００５８】
　前記酸変性オイルとしては、例えば、前記変性する前のオイルを、前記カルボン酸及び
前記カルボン酸無水物の少なくとも一方で変性させた酸変性オイル等が挙げられる。この
酸変性オイルとしては、例えば、分子内にコハク酸骨格を有するオイル等が挙げられる。
【００５９】
　前記酸変性オイルの製造方法としては、カルボン酸及びカルボン酸無水物の少なくとも
一方で変性されている酸変性オイルを製造することができれば、特に限定されない。酸変
性オイルの製造方法としては、具体的には、原料となるオイルに、カルボン酸及びカルボ
ン酸無水物の少なくとも一方を添加し、付加反応させる方法等が挙げられる。この付加反
応させる際に、ラジカル発生剤を用いてもよい。また、酸変性オイルの製造方法としては
、原料となるオイル、ラジカル発生剤、及びカルボン酸及びカルボン酸無水物の少なくと
も一方を、加熱溶融させ、溶融混合させることにより、付加反応させる方法等が挙げられ
る。この際、溶融混合時の温度としては、例えば、１６０～２００℃等が挙げられる。ま
た、この方法を実現する装置としては、オイル原料とカルボン酸及びカルボン酸無水物の
少なくとも一方とを反応させることができる装置であれば、特に限定されない。この装置
としては、例えば、不活性ガスを充填した攪拌機能を有する溶融反応タンク等が挙げられ
る。
【００６０】
　上記付加反応に用いられるラジカル発生剤は、上記付加反応を進行させることができる
ものであれば、特に限定されず、公知のものの中から適宜選択することができる。ラジカ
ル発生剤としては、例えば、有機過酸化物系化合物等が挙げられる。有機過酸化物系化合
物としては、例えば、ジ－ｔｅｒｔ－ブチルパーオキサイド、ジクミルパーオキサイド、
ｔｅｒｔ－ブチルクミルパーオキサイド、ベンゾイルパーオキサイド、ジラウリルパーオ
キサイド、クメンハイドロパーオキサイド、ｔｅｒｔ－ブチルハイドロパーオキサイド、
１，１－ビス（ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシ）－３，５，５－トリメチルシクロヘキサン
、２，５－ジメチル－２，５－ジ（ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシ）ヘキサン、１，１－ビ
ス（ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシ）－シクロヘキサン、シクロヘキサノンパーオキサイド
、ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシベンゾエ－ト、ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシイソブチレー
ト、ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシ－３，５，５－トリメチルヘキサノエート、ｔｅｒｔ－
ブチルパーオキシ－２－エチルヘキサノエート、ｔｅｒｔ－ブチルパーオキシイソプロピ
ルカーボネート、クミルパーオキシオクトエート等が挙げられる。この中でも、ジクミル
パーオキサイドが好ましい。
【００６１】
　ラジカル発生剤の添加量は、上記付加反応を好適に進行させることができれば、特に限
定されない。ラジカル発生剤の添加量としては、カルボン酸及びカルボン酸無水物の合計
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質量に対し、１～５０質量％であることが好ましく、１０～３０質量％であることがより
好ましい。ラジカル発生剤の添加量を上記範囲内とすることにより、酸変性オイルの低分
子量化を抑制しつつ、主鎖に付加反応させることができる。
【００６２】
　また、本実施形態において用いられる軟化剤は、上述したように、前記酸変性オイルを
含んでいればよい。すなわち、前記軟化剤は、前記酸変性オイルからなるものであっても
よい。また、前記軟化剤は、前記酸変性オイルだけではなく、前記酸変性オイル以外の軟
化剤を含むものであってもよい。また、前記酸変性オイル以外の軟化剤としては、ホット
メルト接着剤に含有される軟化剤であれば、特に限定されない。前記酸変性オイル以外の
軟化剤としては、具体的には、前記酸変性させる前のオイルと同様のもの等が挙げられる
。
【００６３】
　前記酸変性オイルの含有量は、本発明の目的とする所望の特性を阻害しない範囲であれ
ば、特に限定されない。前記酸変性粘着付与剤の含有量としては、具体的には、前記軟化
剤１００質量部に対して、０．０２～１００質量部であることが好ましく、０．０３～７
０質量部であることがより好ましく、１～５５質量部であることがさらに好ましい。前記
酸変性オイルの含有量が少なすぎると、前記酸変性オイルを含有させた効果を充分に発揮
できず、湿潤状態での接着性が充分に高まらない傾向がある。また、前記軟化剤は、上述
したように、前記酸変性オイルからなるものであってもよいが、前記酸変性オイルの含有
量が多すぎると、低温接着性の低下や、凝集力不足により、接着性が低下する場合もある
。
【００６４】
　また、前記ホットメルト接着剤において、前記熱可塑性ポリマー、前記粘着付与剤及び
前記軟化剤の各含有量は、本発明の目的とする所望の特性を阻害しない範囲であれば、特
に限定されない。前記各含有量としては、例えば、以下のような範囲が挙げられる。
【００６５】
　前記熱可塑性ポリマーの含有量は、前記ホットメルト接着剤に対して、１０～７５質量
％であることが好ましく、１５～６５質量％であることがより好ましく、１５～３０質量
％であることがさらに好ましい。すなわち、前記熱可塑性ポリマーの含有量は、前記ホッ
トメルト接着剤１００質量部に対して、１０～７５質量部であることが好ましい。前記熱
可塑性ポリマーの含有量が少なすぎると、凝集力が不足する傾向がある。また、前記熱可
塑性ポリマーの含有量が多すぎると、溶融粘度が上昇して、塗工性が低下する傾向がある
。
【００６６】
　前記粘着付与剤の含有量が、前記ホットメルト接着剤に対して、２０～８０質量％であ
ることが好ましく、３５～７０質量％であることがより好ましく、４０～７０質量％であ
ることがさらに好ましい。すなわち、前記粘着付与剤の含有量が、前記ホットメルト接着
剤１００質量部に対して、２０～８０質量部であることが好ましい。前記粘着付与剤の含
有量が少なすぎると、粘着力が低下し、接着強度が低下する傾向がある。また、前記粘着
付与剤の含有量が多すぎると、柔軟性や可撓性を喪失し、応力分散性が低下して保持力が
低下する傾向がある。
【００６７】
　また、前記軟化剤の含有量が、前記ホットメルト接着剤に対して、５～４０質量％であ
ることが好ましく、１０～２５質量％であることがより好ましく、１５～２５質量％であ
ることがより好ましい。すなわち、前記軟化剤の含有量が、前記ホットメルト接着剤１０
０質量部に対して、５～４０質量部であることが好ましい。前記軟化剤の含有量が少なす
ぎると、溶融粘度が上昇して、塗工性が低下する傾向がある。また、前記軟化剤の含有量
が多すぎると、凝集力が低下し、接着力や保持力が低下する傾向がある。
【００６８】
　本実施形態に係るホットメルト接着剤には、本発明の目的とする所望の特性を阻害しな
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い範囲で、前記熱可塑性ポリマー、前記粘着付与剤、及び前記軟化剤以外の添加剤を含有
してもよい。前記添加剤としては、具体的には、酸化防止剤、熱安定剤、光安定剤、紫外
線吸収剤、充填材、界面活性剤、カップリング剤、着色剤、帯電防止剤、難燃剤、ワック
ス、及び可塑剤等の添加剤を含有してもよい。また、前記ホットメルト接着剤は、常温で
固体であり、溶媒を含んでいてもよいが、溶媒を含まないことが好ましい。前記ホットメ
ルト接着剤は、例えば、前記熱可塑性ポリマー、前記粘着付与剤、前記軟化剤、及び前記
添加剤からなることが好ましい。
【００６９】
　また、酸化防止剤としては、例えば、フェノール系酸化防止剤、有機硫黄系酸化防止剤
、及びリン系酸化防止剤等が挙げられる。フェノール系酸化防止剤としては、例えば、２
，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェノール、ｎ－オクタデシル－３－（３，５
－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート、２－ｔｅｒｔ－ブ
チル－６－（３－ｔｅｒｔ－ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルベンジル）－４－メチ
ルフェニルアクリレート、テトラキス［メチレン－３－（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル
－４－ヒドロキシフェニル）プロピオネート］メタン等が挙げられる。有機硫黄系酸化防
止剤としては、例えば、ジラウリル－３，３’－チオジプロピオネート、ジミリスチル－
３，３’－チオジプロピオネート、ジステアリル－３，３’－チオジプロピオネート、ペ
ンタエリスリチルテトラキス（３－ラウリルチオプロピオネート）等が挙げられる。リン
系酸化防止剤としては、例えば、トリス（ノニルフェニル）ホスファイト、及びトリス（
２，４－ジ－ｔ－ブチルフェニル）ホスファイト等が挙げられる。これらの酸化防止剤は
、上記例示した酸化防止剤を単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いてもよ
い。
【００７０】
　ワックスは、ホットメルト接着剤に含有されるワックスであれば、特に限定されない。
ワックスとしては、例えば、合成ワックス、石油ワックス、及び天然ワックス等が挙げら
れる。また、合成ワックスとしては、例えば、フィッシャートロプシュワックス、ポリエ
チレンワックスやポリプロピレンワックス等の、ポリオレフィンワックス等が挙げられる
。石油ワックスとしては、例えば、パラフィンワックス、マイクロクリスタリンワックス
、及びペトラタム等が挙げられる。天然ワックスとしては、例えば、モンタンワックス、
木ロウ、カルバナロウ、ミツロウ、及びカスターワックス等が挙げられる。これらのワッ
クスは、上記例示したワックスを単独で用いてもよいし、２種以上を組み合わせて用いて
もよい。
【００７１】
　本実施形態に係るホットメルト接着剤を製造する方法としては、上記構成のホットメル
ト接着剤を製造することができる製造方法であれば、特に限定されない。ホットメルト接
着剤を製造する方法としては、例えば、ホットメルト接着剤を構成する成分を加熱溶融し
、攪拌混練する方法等が挙げられる。そうすることによって、ホットメルト接着剤を構成
する成分の分散性の高いホットメルト接着剤が得られる。また、この方法を実現する装置
としては、例えば、加熱装置を備えた、攪拌混練機、ロール、バンバリーミキサー、ニー
ダー、及び押出機等が挙げられる。
【００７２】
　ホットメルト接着剤を用いた接着方法は、ホットメルト接着剤を用いた接着方法として
用いることができる方法であれば、特に限定されない。ホットメルト接着剤を用いた接着
方法としては、例えば、ホットメルト接着剤を、加熱によって溶融させる。そして、その
溶融状態のホットメルト接着剤を接着対象物である被着体に塗布する。この塗布されたホ
ットメルト接着剤に、もう一方の被着体を接触させた状態で放置することで、このホット
メルト接着剤が冷却し、固化される。この固化されたホットメルト接着剤が、被着体同士
を接着させる。
【００７３】
　ホットメルト接着剤を塗布する方法は、ホットメルト接着剤を被着体に好適に塗布でき
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れば、特に限定されない。この塗布方法としては、例えば、接触塗布方法と非接触塗布方
法とに大別される。接触塗布方法とは、ホットメルト接着剤を塗布する際、塗工機等の、
塗布に用いる装置を被着体に接触させた状態で塗布する塗布方法をいう。また、非接触塗
布方法とは、ホットメルト接着剤を塗布する際、塗工機等を被着体に接触させない状態で
塗布する塗布方法をいう。接触塗布方法としては、例えば、スロット塗工（ノードソン株
式会社製のスロットコートガン等）及びロールコーター塗工等が挙げられる。また、非接
触塗布方法として、例えば、螺旋状に塗布できるスパイラル塗工（株式会社サンツール製
のスパイラルスプレーノズル等）、波状に塗布できるスプレー塗工（ＩＴＷダイナテック
株式会社製のオメガコート等）、面状に塗布できるスプレー塗工（株式会社サンツール製
のカーテンスプレーヘッド等）、点状に塗工できるドット塗工等が挙げられる。本実施形
態に係るホットメルト接着剤は、スパイラル塗工に適している。スパイラル塗工とは、間
欠または連続塗工で接着剤をエアーでらせん状に非接触塗布する方法である。
【００７４】
　本明細書は、上述したように、様々な態様の技術を開示しているが、そのうち主な技術
を以下に纏める。
【００７５】
　本発明の一局面は、熱可塑性ポリマーと、粘着付与剤と、軟化剤とを含み、前記軟化剤
が、カルボン酸及びカルボン酸無水物の少なくとも一方で変性した酸変性オイルを含むこ
とを特徴とするホットメルト接着剤である。
【００７６】
　このような構成によれば、湿潤状態での接着性、塗工性、及び低温条件下での接着性に
優れたホットメルト接着剤を提供することができる。
【００７７】
　また、前記ホットメルト接着剤において、前記カルボン酸が、マレイン酸であり、前記
カルボン酸無水物が、マレイン酸無水物であることが好ましい。
【００７８】
　このような構成によれば、湿潤状態での接着性、塗工性、及び低温条件下での接着性に
より優れたホットメルト接着剤を提供することができる。
【００７９】
　また、前記ホットメルト接着剤において、前記酸変性オイルが、分子内にコハク酸骨格
を有するオイルであることが好ましい。
【００８０】
　このような構成によれば、湿潤状態での接着性、塗工性、及び低温条件下での接着性に
より優れたホットメルト接着剤を提供することができる。
【００８１】
　また、前記ホットメルト接着剤において、前記酸変性オイルの含有量が、前記軟化剤１
００質量部に対して、０．０２～１００質量部であることが好ましい。
【００８２】
　このような構成によれば、湿潤状態での接着性、塗工性、及び低温条件下での接着性に
より優れたホットメルト接着剤を提供することができる。
【００８３】
　また、前記ホットメルト接着剤において、前記酸変性オイルにおける、前記変性する前
のオイルが、パラフィン系オイル、ナフテン系オイル、及び芳香族系オイルからなる群か
ら選ばれる少なくとも１種であることが好ましい。
【００８４】
　このような構成によれば、湿潤状態での接着性、塗工性、及び低温条件下での接着性に
より優れたホットメルト接着剤を提供することができる。
【００８５】
　また、前記ホットメルト接着剤において、前記熱可塑性ポリマーが、共役ジエン系化合
物とビニル系芳香族炭化水素との共重合体、又はオレフィン系ポリマーであることが好ま
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しい。
【００８６】
　前記熱可塑性ポリマーとして、共役ジエン系化合物とビニル系芳香族炭化水素との共重
合体やオレフィン系ポリマーを含むホットメルト接着剤は、優れた接着性や粘着性を発揮
するものの、被着体の素材等によっては、湿潤状態での接着性が低下する場合があった。
本発明の一態様に係るホットメルト接着剤、すなわち、前記酸変性オイルを含有するホッ
トメルト接着剤であれば、前記熱可塑性ポリマーとして、前記共重合体や前記オレフィン
系ポリマーを含む場合であっても、湿潤状態での接着性に優れる。よって、上記構成によ
れば、塗工性、及び低温条件下での接着性により優れ、さらに、湿潤状態での接着性にも
優れたホットメルト接着剤を提供することができる。
【００８７】
　また、前記ホットメルト接着剤において、前記共重合体が、スチレン－ブタジエンブロ
ックコポリマー、スチレン－イソプレンブロックコポリマー、水素添加されたスチレン－
ブタジエンブロックコポリマー、及び水素添加されたスチレン－イソプレンブロックコポ
リマーからなる群から選ばれる少なくとも１種であることが好ましい。
【００８８】
　このような構成によれば、湿潤状態での接着性により優れ、さらに、塗工性、及び低温
条件下での接着性にもより優れたホットメルト接着剤を提供することができる。
【００８９】
　また、前記ホットメルト接着剤において、前記オレフィン系ポリマーが、ポリα－オレ
フィンポリマーであることが好ましい。
【００９０】
　このような構成によれば、湿潤状態での接着性により優れ、さらに、塗工性、及び低温
条件下での接着性にもより優れたホットメルト接着剤を提供することができる。
【００９１】
　本発明によれば、湿潤状態での接着性、塗工性、及び低温条件下での接着性に優れたホ
ットメルト接着剤を提供することができる。
【００９２】
　以下に、実施例により本発明を更に具体的に説明するが、本発明の範囲はこれらに限定
されるものではない。
【実施例】
【００９３】
　まず、本実施例において、ホットメルト接着剤を調製する際に用いる各成分について説
明する。
【００９４】
　［熱可塑性ポリマー］
　熱可塑性ポリマー１：スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー（ＳＢＳ）
（旭化成株式会社製のアサプレンＴ－４３９）
　熱可塑性ポリマー２：スチレン－ブタジエン－スチレンブロックコポリマー（ＳＢＳ）
（旭化成株式会社製のアサプレンＴ－４２０）
　熱可塑性ポリマー３：プロピレンホモポリマー（出光興産株式会社製のエルモーデュＸ
４００Ｓ）
　熱可塑性ポリマー４：プロピレンホモポリマー（出光興産株式会社製のエルモーデュＸ
６００Ｓ）
　熱可塑性ポリマー５：アモルファス－ポリα－オレフィンポリマー（ＡＰＡＯ）（エボ
ニック社製のＶＥＳＴＯＰＬＡＳＴ７０４ ）
　酸変性熱可塑性ポリマー：マレイン酸変性スチレン－エチレン－ブチレン－スチレンブ
ロックコポリマー（マレイン酸変性ＳＥＢＳ）（旭化成株式会社製のタフテックＭ１９１
３）
　［粘着付与剤］
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　粘着付与剤１：芳香族変性テルペン樹脂水素化物（水添芳香族変性テルペン樹脂）（ヤ
スハラケミカル株式会社製のクリアロンＫ－４１００）
　粘着付与剤２：脂環族系石油樹脂水素化物（水添Ｃ９石油樹脂）（荒川化学工業株式会
社製のアルコンＭ－１００）
　粘着付与剤３：脂環族系石油樹脂水素化物（水添Ｃ９石油樹脂）（荒川化学工業株式会
社製のアルコンＰ－１００）
　粘着付与剤４：脂環族系石油樹脂水素化物（水添ジシクロペンタジエン系石油樹脂）（
エクソンモービル社製のエスコレッツ５３２０）
　［軟化剤］
　オイル：オイル（出光興産株式会社製のダイアナフレシアＳ３２）
　酸変性オイル１：マレイン酸変性オイル（分子内にコハク酸骨格を有するオイル）（星
光ＰＭＣ株式会社製のＡＳ－１５３２）
　酸変性オイル２：マレイン酸変性オイル（分子内にコハク酸骨格を有するオイル）（荒
川化学工業株式会社製のサイズパインＳＡ－８６４）
　酸変性ワックス：マレイン酸変性ワックス（分子内にコハク酸骨格を有するワックス）
（クラリアントジャパン株式会社製のリコセンＰＰＭＡ６２５２）
　酸変性ゴム：マレイン酸変性液状ゴム（分子内にコハク酸骨格を有する液状ゴム）（株
式会社クラレ製のクラプレンＬＩＲ－４１０）
　［添加剤］
　酸化防止剤：ＢＡＳＦ社製のイルガノックス１０１０
　［ホットメルト接着剤の製造方法］
　上記各成分を、下記表１に示す配合量（組成：質量部）となるように、以下のような手
順で混練してホットメルト接着剤を作成した。攪拌混練機中に、粘着付与剤、軟化剤、及
び添加剤を投入し、１５０～１９０℃になるように加熱した状態で攪拌することによって
、充分に溶融させた。その溶融物の中に、熱可塑性ポリマーを投入し、１５０～１９０℃
になるように加熱した状態で混練することにより、熱可塑性ポリマーも充分に溶融させ、
溶融物の中に均一に分散させた。その後、その溶融物の中に、酸変性粘着付与剤を投入し
、攪拌混練した。その際、可能な限り、ホットメルト接着剤の均一性が高まるまで混練し
た。そうすることで、ホットメルト接着剤を製造した。
【００９５】
　［評価］
　（塗工性：溶融粘度）
　以下のようにして、硬化前のホットメルト接着剤の１４０℃での溶融粘度を測定した。
具体的には、ＪＩＳ　Ｋ　６６８２に記載の測定方法に準拠し、ホットメルト接着剤の１
４０℃で溶融させた溶融液の粘度を、ブルックフィールド粘度計（スピンドルＮｏ．２７
のロータ）により、測定した。この粘度が、硬化前のホットメルト接着剤の１４０℃での
溶融粘度である。
【００９６】
　また、同様の方法により、硬化前のホットメルト接着剤の１６０℃での溶融粘度を測定
した。
【００９７】
　（低温条件下での接着性：低温接着強度）
　製造されたホットメルト接着剤を、５０μｍ厚のポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ
）フィルム上に５０μｍの厚みで塗布し、基材進行に対して平行方向（ＭＤ）方向に２５
ｍｍの幅となるように成形した。このホットメルト接着剤が表面上に成形されたＰＥＴフ
ィルム上に、このホットメルト接着剤が接触するように、ポリエチレン（ＰＥ）フィルム
を置いた。その後、このＰＥＴフィルムとＰＥフィルムとを、３００ｍｍ／分の速度で、
２ｋｇローラを用いて貼り合わせた後、２４時間常温で放置した。この貼り合わせた状態
のものを試験体とした。そして、この試験体を、各ホットメルト接着剤毎に３個用意した
。そして、この試験体を、１０℃の雰囲気下で、３００ｍｍ／分の速度で剥離した時の強
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度を測定した。この強度を、３個の試験体に対して測定し、その３個の測定値の平均値を
算出した。この平均値を、低温接着強度とし、この強度で、低温条件下での接着性を評価
した。この低温接着強度が１５Ｎ／２５ｍｍ以上であれば、「◎」と評価し、１０Ｎ／２
５ｍｍ以上１５Ｎ／２５ｍｍ未満であれば、「○」と評価し、１０Ｎ／２５ｍｍ未満であ
れば、「×」と評価した。
【００９８】
　（湿潤状態での接着性：湿潤接着強度）
　製造されたホットメルト接着剤を１５０℃に加熱することにより溶融させた後、溶融さ
えたホットメルト接着剤を、スパイラルスプレーによって、不織布の一方の面上に、５ｇ
ｓｍ（ｇ／ｍ２）となるように塗布した。塗布してから１秒後に、ホットメルト接着剤が
塗布された不織布上に、このホットメルト接着剤が接触するように、ティッシュを置いた
。その後、この不織布とティッシュとを、２３℃で、圧力５０ｇｆ／ｃｍ２で、０．０１
秒間プレスした。この積層体を、基材進行に対して垂直方向（ＣＤ）方向に２５ｍｍに切
断することによって、短冊状の試験片とした。そして、この試験片を、２３℃の水道水に
５～６秒間浸漬させた後、水中から取り出し、水を拭き取ることによって、湿潤状態の試
験体とした。そして、この試験体を、各ホットメルト接着剤毎に３個用意した。そして、
この試験体にＪＩＳ　Ｋ６８４５に準拠したＴ型剥離試験を行った。具体的には、この試
験体を、引張速度１００ｍｍ／分で剥離した時の強度を測定した。この剥離試験は、２３
℃、６５％ＲＨで行った。
【００９９】
　また、この剥離試験を行った結果、ティッシュが全体的に破れた場合は、「◎」と評価
し、ティッシュが部分的に破れた場合は、「○」と評価し、ティッシュが破れなかった場
合は、「×」と評価した。
【０１００】
　（相溶性）
　製造されたホットメルト接着剤を１６０℃に加熱溶融させた状態を目視で確認した。白
濁が確認できない場合は、「○」と評価し、白濁が確認できた場合は、「×」と評価した
。
【０１０１】
　各評価結果を、ホットメルト接着剤の配合量とともに、表１に示す。
【０１０２】
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【表１】

【０１０３】
　表１からわかるように、熱可塑性ポリマーと、粘着付与剤と、軟化剤とを含み、前記軟
化剤が、マレイン酸で変性した酸変性オイルを含むホットメルト接着剤の場合（実施例１
～７）は、そうでない場合（比較例１～５）と比較して、低温条件下での接着性、湿潤状
態での接着性、及び相溶性に優れていた。また、実施例１～７は、酸変性オイルを含むの
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に、相溶性に優れ、上記のような溶融粘度であるので、塗工性にも優れることがわかった
。
【０１０４】
　また、実施例１～７に係るホットメルト接着剤は、マレイン酸で変性した軟化剤を含ま
ない場合（比較例１，５）と比較して、湿潤接着強度が高かった。比較例１，５に係るホ
ットメルト接着剤は、マレイン酸で変性した軟化剤を含まないので、相溶性に問題が発生
しにくいものの、湿潤接着強度を高めることができなかった。
【０１０５】
　また、マレイン酸で変性したワックスを含む場合（比較例２）やマレイン酸で変性した
液状ゴムを含む場合（比較例４）は、相溶性が低下した。また、マレイン酸で変性した熱
可塑性ポリマーを含む場合（比較例３）は、相溶性が低下し、さらに、低温接着強度も高
めることができなかった。
【０１０６】
　これらのことから、マレイン酸で変性した軟化剤を含むことによって、塗工性に優れ、
低温接着強度及び湿潤接着強度が充分に高いホットメルト接着剤が得られることがわかっ
た。
【０１０７】
　また、実施例１は、潤滑剤１００質量部に対して、酸変性オイルが約０．１６質量部含
有されている。また、実施例２は、潤滑剤１００質量部に対して、酸変性オイルが約５．
２６質量部含有されている。実施例１と実施例２との比較から、酸変性オイルの含有量が
、潤滑剤１００質量部に対して、０．３質量部以上であることが好ましいことがわかる。
また、実施例４は、潤滑剤１００質量部に対して、酸変性オイルが約２１．７４質量部含
有されている。また、実施例５は、潤滑剤１００質量部に対して、酸変性オイルが約５５
．５６質量部含有されている。実施例３と実施例４との比較から、酸変性オイルの含有量
が、潤滑剤１００質量部に対して、５５質量部以下であることが好ましいことがわかる。
【０１０８】
　この出願は、２０１６年１０月１８日に出願された日本国特許出願特願２０１６－２０
４２９２を基礎とするものであり、その内容は、本願に含まれるものである。
【０１０９】
　本発明を表現するために、上述において実施形態を通して本発明を適切且つ十分に説明
したが、当業者であれば上述の実施形態を変更および／または改良することは容易に為し
得ることであると認識すべきである。したがって、当業者が実施する変更形態または改良
形態が、請求の範囲に記載された請求項の権利範囲を離脱するレベルのものでない限り、
当該変更形態または当該改良形態は、当該請求項の権利範囲に包括されると解釈される。
【産業上の利用可能性】
【０１１０】
　本発明によれば、湿潤状態での接着性、塗工性、及び低温条件下での接着性に優れたホ
ットメルト接着剤を提供することができる。
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